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公
益
事
業
報
告 

 
教
派
神
道
連
合
会 

震
災
災
害
復
興

祈
願
祭
・
公
開
講
演
会
を
開
催 

東
日
本
大
震
災
か
ら
九
ヶ
月
の
昨
年

十
二
月
十
一
日
、
東
京
都
港
区
の
神
道
大

教
院
に
て
、
本
教
が
加
盟
し
て
い
る
教
派

神
道
連
合
会
主
催
で
「
震
災
災
害
復
興
祈

願
祭
」
と
、「
い
の
ち
の
重
さ
を
考
え
る

３
」
と
題
し
た
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
祈
願
祭
は
明
治
期
に
教
派
神
道

の
前
身
の
神
道
事
務
局
が
置
か
れ
た
大

教
院
霊
殿
を
斎
場
に
行
わ
れ
、
斎
主
の
神

道
大
教
木
村
剛
正
管
長
殿
が
祈
願
詞
を

奏
上
、
震
災
当
日
発
生
時
刻
の
午
後
二
時

四
十
六
分
を
期
に
、
加
盟
の
各
教
派
管
長

教
主
代
表
や
共
催
団
体
の
宗
教
者
災
害

支
援
連
絡
会
（
宗
援
連
）
関
係
者
は
じ
め

参
加
者
全
員
で
黙
祷
し
、
静
か
に
被
災
者

の
鎮
魂
と
復
興
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

 

公
開
講
演
会
で
は
、「“
祈
り
”
よ
り
そ

う
心
」
を
テ
ー
マ
に
宗
援
連
代
表
の
島
薗

進
東
京
大
学
教
授
と
江
森
敬
治
毎
日
新

聞
編
集
委
員
が
講
師
と
な
り
、
島
薗
氏
か

ら
は
震
災
で
宗
教
施
設
が
避
難
所
や
支

援
物
資
の
集
積
所
に
な
る
な
ど
地
域
社

会
で
そ
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
た
事

例
を
挙
げ
、
今
後
の
復
興
に
際
し
て
も
宗

教
者
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
、
ま

た
宮
内
庁
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
皇
室

関
係
の
著
書
も
あ
る
江
森
氏
は
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
国
民
に
寄
り
そ
い
祈
り
を

捧
げ
ら
れ
る
お
姿
に
触
れ
、
両
陛
下
の
お

見
舞
い
が
被
災
者
の
復
興
へ
の
大
き
な

心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
本
教
か
ら
教
嗣
殿
、
宍
野
史
生
参

元
、
鴨
田
和
征
教
務
部
長
、
生
沼
邦
彦
教

議
員
、
武
山
震
災
支
援
対
策
事
務
所
長
を

は
じ
め
数
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
か
ら
「
大
変
有
意
義
な
祈
り
の
時

を
共
有
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
期

待
を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
感
想
を
頂
い

て
い
ま
す
。
本
教
は
今
後
も
被
災
者
へ
の

継
続
的
な
支
援
と
教
派
神
道
連
合
会
の

「
い
の
ち
の
重
さ
」
を
考
え
る
活
動
に
協

力
し
て
行
き
ま
す
。 

２
・
２
３ 

富
士
山
の
日 

制

定
記
念
式
典 

二
月
二
十
三
日
を
「
富
士
山
の
日
」

に
制
定
し
た
山
梨
県
は
、
富
士
吉
田
市

の
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で

制
定
記
念
式
典
を
開
催
し
、
本
教
か
ら

宍
野
参
元
が
参
列
し
ま
し
た
。
約
千
名

の
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
式
典

で
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し

て
、
山
梨
・
静
岡
両
県
は
も
ち
ろ
ん
民

間
団
体
も
多
数
賛
同
し
て
積
極
的
な

展
開
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

鹿
児
島
教
区
巡
教
予
定 

本
部
で
は
毎
年
四
月
に
九
州
教
区

の
巡
教
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
四

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
九
州
各
教
区
の

教
会
・
神
事
所
を
本
部
宣
教
使
の
教
嗣

殿
が
巡
教
の
予
定
で
す
。
中
で
も
四
月

二
十
八
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て

「
神
道
祭
式
作
法
講
習
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
各
教
会
長
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。 

「
神
道
祭
式
作
法
講
習
会
」
予
定 

 

期
日
四
月
二
十
八
日
（
土
）
～
三
十
日

（
祝
）
、
鹿
児
島
市
「
敬
天
閣
」
に
て

開
催
、
内
容
「
神
葬
祭
・
地
鎮
祭
等
の

諸
祭
式
を
中
心
に
し
た
も
の
」
、
参
加

費
ひ
と
り
一
万
三
千
円
（
各
資
料
、
昼

食
と
諸
経
費
含
む
） 

 
 

 

 

     

「
扶
桑
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発
行
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